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  ２学年も残すところ約１ヶ月となりました。２月１日からは、３年生が家庭学習に切り 

替わり、最上級学年に向けて自覚を持ち始める時期です。ここ最近は履歴書・志望理由書の書

き方や、面接練習など、高校卒業後の進路を実現する上で重要なセミナーが多く、学習室に足

を運んだり、資格取得に励んだり、ボランティア活動に積極的に参加したりと、意識を高めて

いる生徒も出ています。この調子でスムーズに学年末考査から３学年への進級と２学年全体が

進んでいけるように、学年団も気を引き締めていきます。    

 

★0学期指導を行いました。 

 ２月２日（月）に、生徒指導部、進路指導部から次の学年を迎えるにあたっての心構えを話

していただきました。学年団からも、今後意識してほしいことを３点挙げます。 

１点目、「遅刻や欠席をしない」 

3 学期に入り、遅刻や欠席が目立ちます。特に、頭痛での欠席や、電車の乗り遅れ、寝坊等

による遅刻が多いです。いずれも、社会に出たら、通用しづらい理由です。上記のようなこと

が理由で、欠席や遅刻をしないようにしましょう。 

 

２点目、「相手の気持ちと、後先を考えられるようになる」 

自分と全く同じ性格、考えの人など、おそらく存在しないです。しかし、価値観が異なるか

らこそ、自分の当たり前は、他人の当たり前と一致するとは限りません。自分が言われても嫌

ではないことが、他人にとっては非常に嫌なことである可能性もあります。 



また、何をするにも計画性が重要です。後先を考えずに行動すると、思わぬ失敗があったり、

他人を傷つけてしまったりすることもあります。行動したり、発言したりするときは、一度立

ち止まって、本当にして良いかどうか、言ったら相手がどのような気持ちになるかを、よく考

えてほしいと思います。  

 

３点目、「失敗こそ、正直に認める」 

誰でも、失敗してしまったなとか、その場の勢いでやってしまったなということがあると思

います。やってしまったことは取り返しがつきませんが、大事なのはその後どうするかです。

やったことを認めず、その場しのぎで保身に走っていても、それは自分のためにはなりません。

仮に、それがうまくいったとしても、いつまでも通用するやり方ではないでしょう。必ず、そ

の様子を見ている人がいます。自分がやってしまったことを正直に認め、繰り返さないように

改善することが重要です。 

  

 これらは、社会に出てからも重要なことです。みなさんが、残り１年で、しっかりと 

この３点を意識し、実践していってほしいと思います。そうすれば、人から信頼される人間に

なります。 

 

 

 

 

 



★学年末考査 

 ２月２６日（木）～３月４日（水）の日程で、学年末考査を行います。進級はもちろん、 

進路決定に向けて、非常に大事な考査になります。３年生になれば、全員が頑張ります。差が

付くのは１・２年生の評定です。１７日（火）～は、放課後に勉強会を行い、自習室の開放も

しますので、たくさんの生徒に利用してもらいたいと思います。 

半年後の自分が「あの時がんばってよかった」と思えるような期間にしてほしいと思っていま

す。また、学年末の評点が赤点の場合は、補習を合格しないと単位不認定になってしまいます。

１、２学期に補習で回復できていない科目は、補習の権利もなく単位不認定になる可能性が 

あります。補習期間も短いので、複数科目で赤点になると、成績を回復するのが困難になりま

す。考査で赤点を取らないように勉強に取り組んでほしいです。 

 

〈学年末考査時間割〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜今後の予定＞ 

２月 ２５日（水） ：短縮 4 限＋体育館シート敷き・イス並べ 

２６日（木）～３月４日（水） ：学年末考査 

※3 月 4 日（水）テスト終了後、〇mie!!みらいのトビラ事前指導 

 

3 月 ５日（木）～９日(月) ：返却特編  

１２日（木） ：クラスマッチ 

１３日（金） ：〇mie!!みらいのトビラ＠四日市ドーム  

１６日（月） ：HUG セミナー、基礎力診断テスト振り返りと表彰＠体育館 

１７日（火） ：自宅学習 

１８日（水） ：みらい振り返り、北高カイゼンミーティング結果報告 

探究発表＠体育館 

   １９日（木） ：修了式・離任式 

      


